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研 究 主 題

生徒が互 いの個性 を大切 に し、生 き生 き とコミュニヶ 一 ション活動 に取 リ組 む指 導の工夫

一 自己表 現力の育成を通 して 一

1主 題設定の理由

激 しく変 化 す る今 日の社 会 で は、 そ の 変 化 に主 体 的 に対 応 しな が ら、 生 涯 に わ た って 自 己実

現 を果 た して い く、 個 性 豊 か で た くま しい人 間 の育 成 が 求 め られ て い る。

本 外 国 語 部 会 で は この こ と をふ まえ 、 生 徒 同t:が 互 い の個 性 を 尊 重 し、 人 間 関 係 を 発 展 させ

て い くこ とで 、 「積 極 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョンを 図 ろ う とす る態 度 を育 て る。」 と い う外 国 語 科

の 目標 を達 成 で き る と考 え た 。

コ ミュニ ケー シ ョ ン能 力 は実 際 に その 言 語 を使 用 す る中 で育 つ。 さ らに、 豊 か な人 間 関 係 は

互い の 個性 を 大 切 に しな が ら、 玩い を理 解 し合 って い くこ とを通 して 培 われ る。 そ こで、 本 部

会 で は、生 徒 と生 徒 、 生 徒 と教 師 と の間 で 、 互 い の考 え な どの メ ッセ ー ジを 伝 え 合 う活 動 を授

業 の 中 に多 く取 り入 れ て い くこ とが 必 要 不 可 欠 で あ る と考 え 、 一ヒ記 の セ題 を設 定 した。

この 研 究 を 進 め る に 当た り、 以 一ドの3っ の小L題 を設 定 し、3分 科 会 を設 け、 それ ぞ れ に お

い て 授 業 研 究 を通 して 指 導 の 工 夫 ・改 善 を図 りな が ら研 究 を進 め た。

第1分 科 会 で は 「聞 くこ と」 を中 心 と して、 「ビデ オの 活 用 を通 して 生 徒 の 英 語 に 対 す る興

味 ・関 心 を引 き 出 し、 生 き た英 語 を使 お う とす る意 欲 を 育 て る指 導 の1二夫 」 と い う小 主題 を設

定 した。 教 材 と して ふ さわ しい洋 画 ビデ オ の 中 か ら生 徒 の 自己 表現 に結 びつ けや す い場 面 を選

び 、 内 容 理 解 や 自 己表 現 活 動 を 目指 した教 材 化 を通 して 、よ り生 き生 きと した コ ミュニ ケー シ ョ

ン活 動 に取 り組 む こ との で き る指 導 の 研 究 を進 め た。

第2分 科 会 で は 「話 す こ と」 を中 心 に、 「自 己を 表 現 す る力 を 高 め、 生 き生 きと コ ミュニ ケー

シ ョ ンを図 ろ うとす る意 欲 を育 て る指 導 のL夫 」 とい う小 主 題 を 設定 し、 課 題 解 決 の た め に 英

語 を 手 段 と して 用 い る活 動 を 通 して 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンへ の 意 欲 を 高 め る指 導 のrl夫 を す る

こ と と した。 そ の際 、 生 徒 が 自分 の も って い る語 い や表 現 で 意 思 を 伝 え る方 法 を継 続 的 、段 階

的 に学 ん で い くよ うに配 慮 した。

第3分 科 会 で は 「書 く こと」 を中 心 と して、 「writingに 対 す る意 欲 と能 力 を高 め る た め の指

導 の 工夫 」 と い う小 主 題 を 設 定 した。realcontext(実 際 的 状 況)を 設 定 し生 徒 のwritingに お

け る阻 害 要 因 を 取 り除 くな らば、 生 徒 のwritingに 対 す る意 欲 を 引 き 出 し、 コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン能 力 とn己 表 現 力 を高 め る こ とが で きる と考 え、 本 分 科 会 の教 員 が 勤 め る学 校 間 で の、 生 徒

同 士 の文 通 に よ る メ ッセ ー ジの交 換 、 とい う体 験 活 動 を通 した研 究 を 行 った。

●

11研 究 の経過

総 会

第1回 月例会

第2回 月例会

第3回 月例会

第4回 月例会

4月12日 都立教育研究所 年 間予定、 自己紹介、世話人等 の選 出

5月2日 台東区 立忍岡 中学校 研究 主題決定、研究 の進 め方 の検 討

5月31日 東村[h市立東村lll第四中学校 研究授 業1(溝 口千 里教諭)研 究構 想

6月21日 狛江市立狛江第四中学校 研究授 業II(占 村達之教諭)仮 説 の検討

7月15日 練馬区 立練馬東中学校 研 究 ・内容方法 の具体化
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御 岳研究集会

第5回 月例会

第6回 月例会

第7回 月例会

第8回 月例会

第9回 月例会

研 究 発 表 会

8月20日 ～22日 青 梅 市御 島 山宿 坊

9月12日

10月3日

10月28日

11月22日

1月24日

2月13日

杉並区 塑荻窪 中学校

江東区立第三亀戸中学校

世田谷区 立桜丘 中学校

国分 孝市 甑第一一中学校

板橋区立板橋第t:中 学校

新宿区立牛込第三中学校

問題点の整理 ・検討

実証授業1(大 河原昭広教諭)報it.{rllFIII画

実証授業II(西 崎雅夫教諭)内 容 検討

実証授業 皿(小 松恵理 チ)原 稿検討

最終原稿検討 ・提 出 補助 資料準備

発表会準備 公開授業指導案 検討

公開授業(片 岡美恵子教諭)研 究発表

皿 研究の構想

〈 研 究 主 題 〉

生徒が互 いの個性 を大切 に し、生 き生 き とコミュニケー シ ョン活動 に取 り組 む指導の工夫

一 自己表現力 の育 成 を通 して 一

「 小主題

ユ
匪 分科a]

i

1ビ デ オ の 活 用 を 通 して 生

1徒 の 英 語 に対 す る 興 味 ・

i関 心 矧 き 出 し・i_#=き た

!英 語 を使 お う とす る意 欲

…を育て る指導の工夫一
⊥

魔二分翌

濃 嘉 力を詞
生 き 生 き と 。,。=7一

シ ョ ン を 図 ろ う と す る 意

欲 を 育 て る 指 導 の1二 夫i

___1

一 仮 説

臆 灘翻
学 ん で い け ば 、 生 き生 き

1三唖 ±

一 小主題 一

writingに 対 す る 意 欲 と能
　

[力 を 高 め る た め の 指 導 の

工 夫
[_______.

　一 』 一 「 一 一一一一一『

内 容 ・方 法 ⊥一 一…

騨盤 綱

一 仮 説 一一

話 者 の表 情 や 動 作 を 含

め た リスニ ング に よ り内

容 の理 解 を 深 め る こ とがI

lで き れ ば 、 リ ス ニ ン グ の

i

i活 動 は生 き生 き と した 自

己 表 現 活 動 に結 び つ くだ

ろ う。
L

内容 ・方 法

要 求 ・依 頼 、

収 集 、

動

伝 達 、 情 報

燗 関係形成鯛

一 仮 説

1実 際 的 状 況 を 設 定 し

生 徒 のwritingに お け る
I

l害 要 因 を 取 り 除 け ば 、
1

徒 のwritingに 対 す る意 欲

を 引 き出 し、 コ ミュ ニ ケー

シ ョ ン能 力 と 自 己 表 現 力

欝 ことができ二

露

内容 ・方 法

1也 観 徒 とXG'よ る

1文 通 活 動 とそ の 歎 の分

一

析

一3一



IV研 究 の内容

第1分 科会

1小 主題

「 爾 酬 樋 して、縦 の蝋 、、対轟 興味.関 心を引諏 し、万1きた難 を
1

使お うとす る意欲 を育て る指導 の工夫 一
2小1こ 題 設定 の理 由

生 徒 た ち は、 「英 語 版 の映 画 や ビデ オ を見 る こと」 や 「日常 生 活 に役 立 っ 表 現 を 覚 え る こ

と」 に 強 い興 味 ・関心 を示 して い る。 第一 分 科 会 で は これ に着 目 し、 ビデ オ の 中 で用 い られ

て い る47語 材 料 を取 りLげ て授 業 を 行 い た い と考 え た。 ビデ オ を活 川 して の リス ニ ン グ は 、

真 性 な(authentic)教 材 を そ の ま まの環 境 で 与 え られ る点 で 題 材 と してふ さわ しい。 ま た 、

外 国 語 習 得 の上 で必 要 で欠 くこ との で き な い推 測 リス ニ ン グ(inferentiallistening)の 能 力

を 育成 で き る点 で 、 中学 生 の学 習 発 達 段 階 に適 した指 導 内容 と も考 え られ る。

さ らに 、 リスニ ングの指 導 で学 ん だ 表 現 を 活 用 して、 生 徒 自 らの生 き生 き と した 英 語 に よ

る表現 が な され るな らば 、 自己表 現 力 の 育 成 が 効 果 的 に進 め られ るで あ ろ う と考 え た。

3仮 説

話 者 の表情 や動 作 を 含 め た リス ニ ング に よ り内 容 の 理 解 を 深 め る こ とが で きれ ば 、

ス ニ ングの 活動 は生 き生 き と した 自 己表 現 活 動 に結 び つ くで あ ろ う。

4具 体 的 な方 策

生 きた 英 語 を 使 お う とす る態度 を 育 成 す る に は、 まず 生 徒 自 らが ビデ オ や 映 画 の 中 で 使 わ

れ た英 語 を発 話 しよ うとす る意 欲 を もっ よ うに指 導 法 を 」二夫 す る こ とが人 切 で あ る。 特 に そ

の 英語 が 使 わ れ て い る場 面 が 本 人 に と って 感 動 的 な もの で あ った り、印象 的 な もので あれ ば、

生 徒 に と って は その 場 面 にお け る セ リフが 心 に残 り、 場 面 を思 い 出 す た び に そ の英 語 が 口 を

つ いて 出 て くる よ うに な る もので あ る。

そ こで 、 本 分 科 会 で は、 鑑 賞 した映 画 や ビデ オ で使 わ れ た 言語 材料 を 生徒 の 表 現 活 動 に取

り入 れ た 。 ま た、 発 表 活 動 は、 言 語 材 料 をProductionと して扱 う展 開 と、Roleplayingと し

て 扱 う展 開 の2通 りを 作 成 した。

【Production7動 に発 展 さ せ る授 業 展 開】

(1)音 声 又 は画 面 のみ の 視 聴

(2)推 測 リス ニ ング と内 容 理 解

(3)f1語 材料を実生活場面で使耳1する創作活動

(4)Productionの 発 表

(5)生 徒 相 互 の評 価

【Roleplaying活 動 に発 展 させ る授 業 展 開 】

(1)音 声 又 は画 面 の み の 視 聴

(2)推 測 リス ニ ング と内 容 理 解

(3)1'Y.t3読練 習 と役 割 練 習

(4)Roleplayの 発 表

(5>生 徒 相 互 の 評 価

一4一



5}旨 導 例 碑

(1)Production活 動 に 発 展 さ せ る 授 業 展 開 例

① 一 学 年 の 例 【Dictationは 単 語 レ ベ ル の も の 。 言 語 材 料 は 比 較 的 短 い も の を 選 ん だ 】

ア ね ら い ・映 画 の 中 で 生 き 生 き と 使 わ れ て い る や さ し い 日 常 会 話 表 現 を 聞 き と る 。

・映 画 の 中 の 表 現 を 用 い た 場 面 を 創 作 し 、 生 き 生 き と 自 己 表 現 で き る 。

イ 指 導 過 程 ・使 用 教 材 「E.T」(1982UniversalPictures)ワ ー ク シ ー ト2種 類

・場 面 エ イ リ オ ッ ト がE .Tを 自 分 の 家 に 入 れ 、 兄 や 妹 に 会 わ せ る

場 面

・fI語 材 料"Don'tbeafraid .It'sallright.""Waitasecond."

"St
ay.1'llberighthere.""Whynot?""Givemeabreak."

「一}

1段
「一』 一 一』 一一

旨Presentation

亙 巨 師 の 指 導
Il

・本 時 の 場 面 の 直 前 ま で の ス ト ー

リ ー を モ ニ タ ー に 映 す 。

i陥 、,handListen

L__.
Dictation

l

Production

・本 時 の 場 面 を音 声 の み で 聞 か せ

る。(2回 行 い映 像 は映 さ な い)

・モ ニ ター の 字 幕 を隠 し

映像 を流 し、視聴 させ

・ ワ ー ク シ ー トで 聞 き 取

を チ ェ ッ ク さ せ る 。

・会話 の内容 を理解 させ

・日本語 字幕 の場面 を見

・言語材 料を用 いて実生

が使 えそ うな独 自の場

さ せ る 。

1

;ReadingPractice

L-一_-

Evaluation

[

・簡 単 な 表 現 で 会 話 を構 成 す る よ

う ア ドバ イ スす る。

・作成 した 会 話 を練 習 さ せ る。

・ グ ル ー プ ご と に 発 表 さ せ る
。

・発 表 後 ア ドバ イ ス を5え る
。

生 徒 の 活 動

・映 画 の 概 要 を 知 り、 本 時 の 場 面 を

想 像 す る。

・聞 こえ て くる会 話 に注 意 し、 内 容

を推 測 す る。

・単 語 で もよ い か ら聞 き取 れ た 表 現

を 発 表 す る。

・ワ ー ク シ ー ト1(資 料1)を 用

て 穴 埋 め 個 所 の 英語 を 聞 き取 る

・話 者 の 表 情 や 動 作 か ら も内 容 を

測 す る手 が か りを得 る。

・場 面 の 内 容 、 言 語 材 料 の意 味 や 登

場 人 物 の 気 持 ち を考 え る。

・個 人 又 は グ ル ー プ で独 自の 会 話 を

ワ ー ク シ ー ト2(資 料2)に 作 成

す る。

・会 話 は4っ の 文 で構 成 す る。

一
・SI_か な 表 現 に な る よ う に 練 習 す る 。}

一一 一一 一 一 一 一

・発 表 し、 相 互 評 価 をす る。
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【生 徒 のProduction例 】(1年 生)

Φ

②
θ

④

種霧 見'`茄 多慰z〃 一と悔芦,多3耕.

M・川,戸/e娩 謝 伽 伽 乏

No工 あ 呂ノ七.

why幻o毛?

7t/9too屍6.

プ ・ 七。bey一

へ公

鋤 鋭容L

鋪 〆禦
<出 力、`†1るヒぎ の親 苓会 言舌>

A㈲:出 ヵ、し協 、ら 用煮 しな 寸い・

B(3)=OK.(子 齢 庖ぐり出ハ喘鵬}

A碑)淵 剛up/

B臼):wQ汁OSαDいd .

イ犬の・旅 達の家 ・宛 衣ヒrき)

a二Meres㏄ 噛.

B:ld・ ・繍 レe幽.こ 軸 、

ハ:b。h守 』eQrt'Fトdi,」.

It's・llト 汐気f. 、

②3学 年 の 例 【Dictationは 文 レ ベ ル の も の 。Productionの 創 作 に1一 分 な 時 間 を と っ た 。】

ア ね ら い ・主 に 題 材 を 聞 く こ と を 通 し 、 内 容 を 推 測 さ せ る 。

・題 材 中 の 表 現 を 用 い
、 独 自 の 場 面 を 想 定 し 、 生 き 生 き と 表 現 さ せ る 。

イ 指 導 過 程 ・使 用 教 材 「麗 し の サ ブ リ ナ 」(Sabrina,1954ParamountPicture)

・場 面 サ ブ リ ナ が2年 間 の パ リ生 活 を 終 え 、 華 麗 に 変 身 し て 片 想 い

で あ っ た デ イ ビ ッ ドや 、 家 族 ・仲 間 と 再 会 す る 場 面 。

・言 語 材 料"ltdoesn'tmatter ."
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段 階 教 師

Presentation

I

・あ らす じを生

WatchandListen

l

i…

L

・題 材 と な る場

デ オ を流 し、

を 聞 か せ 、 会

る。

IDictati・nI

l
[

・目標 とす る場

、 流 し、 言語 材

卜 言語材料の使

の 指 導

・題材 となる場面 の数分 前か ら ビ

デオを流 し、場 面で は音声 のみ

を聞かせ、会話 内容 を推 測 させ

・目標 とす る場 面 の ビデ オを 数 回

流 し、 言語 材料 を聞 き取 らせ る。

1・ 言 語 材 料 の使 わ れ 方 を 説 明 す る

「Produ。 、i。n--r

IEvaluation

・場 面 の 内容 を よ く理 解 させ る。

・言 語 材 料 を 用 い て 独 自 の対 話 場

面 を創 り出 させ る。

・創 り出 した対 話 を 練 習 させ る。

生 徒 の 活 動

・映 画 の あ らす じを知 る。

・前 場 面 の映 像 を ヒン トに しな が ら、

場 面 の会 話 の 意 味 を 推 測 す る。

・ ワ ー ク シ ー ト に 聞 き 取 っ た 英 語 を

書 く 。

L-一 一一_一一一 _一一一一L一

・個 人 又 は小 グ ル ー プで 、 実 際 に よ

く使 わ れ そ うな場 面 を考 え て 対 話

文 を作 る。

・対 話 文 を 口頭 練 習 す る。

・グル ー プ毎 に発 表 させ る。

・教 師 に よ る評 価 を行 う。i

-__.__一 一___..____一 一⊥一一一一

・発 表 す る と共 に他 の グル ー プ に 対

して も相 互 評 価 す る。

【生 徒 のProduction例 】(3年 生)

Letssnakeconversations

1しdocsnlmaしtc「.

。・ass且 岨L。a。e陥L」 ・ 奪 お、涕;zび

onedoメ

home

Morズ

M・k巳=

Mor/:

M;レel

Ma¥ソ:

Mσ ・/c側eh・mE・MlレeWQS.n†he

Hel(o.

H,'1・,M・ ・/.工'yvi～ ・rげ.10ナe

Oh.n。'工likecakes

I'Mタoレrゾ ・

9レ † … 一 工寺doe～h聖 †ｺmatter,

Thesecakeswere

/・ αrε ・!θs

veレ/幽 レcち 一.

エ'rr、sorrソ ・・一

0αr幻 つ0ナハe〆S.
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(2)Roleplaying活 動 に発 展 さ せ る授 業 展 開 例

ア ね らい ・日常 の 会 話 表 現 を 知 り、nativespeakerの 話 す 英 語 の 速 さ や 発 音 の 特 徴

に慣 れ る。

・どん な場 面 か 理 解 で き、 同 時 に登 場 人 物 の 気 持 ちを 理 解 で き る。

・登 場 人 物 の 気 持 ち に な って 、 英 語 で表 現 で き る。

イ 指導過程 ・使用教材

・場 面

・言語 材 料

「ロ ー マ の 休 日 」

ア ン 王 女 が 大 使 館 に 戻 る た め に 、 車 の 中 で ジ ョ ー と 別 れ る 場

面

"Ihavetoleaveyounow
."

"Idon'tknowhowtosaygood -bye ."

「「-1画1教 師 の
Presentation

活 動 生 徒 の 活

WatchandListen

」
Readingand

Roleplaying

l

valuation

L-… 一一

ユ

'鯛 人物やあらすじ鯉 画の鞭 蜘 る・
到

・言語材 料の少 し前の画面 を見せ る。

・字 幕 を隠 し、 どん な内 容 か を 考

え させ る。

・シナ リオ を配 布 し、 役 割 を 決 め

て 読 み の練 習 を さ せ る。

な場

を決 め ・役 柄

・画面 を 見 な が ら英 語 を聞 き取 る

・ 汰 の17や 表 情 、 動 竹 か ら と ん

な場 面 か を考 え させ る。

・役 柄 の 気 持 ち を うま く表 現 で き る

よ う発 表 の練 習 を す る。

f
・ペ ア で発 灘 させ・ 生 徒 棚 に1・R・1・pl・yを 発 表 しあ い ・ お 互 い1

評価 させる・ ⊥ に評価 し塾
_一 一_

6研 究 の成 果 と課 題

く推 測 能 力 を 刺 激 す る指 導〉 通常 の カ セ ッ トテ ー プ やCDに よ る授 業 と は異 な り、 映 像 や

話 者 の動 作 ・表情 を ま じえ た リス ニ ン グは生 徒 の興 味 ・関心 を 高 め る効 果 が あ る。 ま た、

そ の た め に授 業 中 の 生 徒 の活 動 や 雰 囲 気 に は充 実 感 が あ ふ れ る。 ビデ オ を通 して の リスニ

ング活 動 は推 測 リス ニ ング(InferentialListening)の 能 力 向Lに もっ な が る。 リス ニ ン

グ能 力 は、 冗 長 性 を い か に把 握 で きる か で違 い が 出 て くる。 ま た、 冗 長 性 を把 握 す るた め

に は推 測 能 力 が 要 求 さ れ る。 論 理 的 思 考 力 が伸 長 す る中 学 生 の発 達 段 階 を 考 え た と き、推

測 能 力 を 刺 激 す る この活 動 は、 是 非 と も指 導 過 程 の 中 に取 り入 れ た い要 素 で あ る。

〈Production活 動 を 取 り入 れ た授 業 〉 日 ごろ の授 業 で は リス ニ ング能 力 を高 め る指 導

(TorF,Q&A,ListeningTest,etc)は 継 続 して は い るが、 リス ニ ン グ の 活 動 を 、 自 己 表

現 活 動 に結 び つ け て い く指導 は ほ とん どな され て い な い の が実 情 で あ っ た。 そ こで 、 本 研

究 で は、 日常 的 な会 話 表 現 を リスニ ング を中 心 に学 習 させ る と と もに、創作 活動 を交 えて、

自己表 現 活 動 に生 き生 き と楽 し く取 り組 ませ るね らい が あ った。

教 材 に 映 画 を 使 用 した こ と に よ り、 生 徒 は英 語 を話 した い とか 、 聞 き取 りた い とい う関

心 を 強 くも ち、 積 極 的 に授 業 に取 り組 ん で い た。 音 声 か ら画 面 を 推 測 した り、 逆 に 音声 を
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聞 か ず に 画 面 を 見 る こ とで そ の場 面 か ら会 話 内 容 を 理 解 した りす るな ど、 映 像 と音声 の 両

面 か らの生 きた 英 語 が 訴 え る もの は大 き く、 リス ニ ング教 材 と して は絶 好 だ っ た。

自 己表 現 活 動 にっ いて は、 個 人 に作成 させ 、 発 表 させ る と い う形 式 を と っ たが 、 最 初 は

戸 惑 い な が ら も、 とて も積 極 的 に活 動 して いた 。 生 徒 に は学 習 した英 語 を 実 際 の場 面 で表

現 した い とい う願 いが 強 くあ る こ とが わ か った 。 発 表 に は一 人 一一人 の生 徒 の 個 性 が 鮮 や か

に 出 て、 授 業 が 生 き生 き と した もの に な った。

題 材 とす る映 画 につ いて は、 選 択 に苦 慮 した。 と りわ け、1年 生 の場 合 は利 用 で き る 言

語 材 料 に限 りが あ り、 リス ニ ン グの指 導 に お い て も、 自分 独 自 の会 話 を作 成 す る活 動 に お

いて も ト分 な配 慮 と教 師 の援 助 を必 要 とす る。 英 語 の 台 詞 につ い て は シナ リオが_}rflかれ た

印 刷 物 も利 用 した。

〈Roleplaying活 動 を取 り入 れ た 授 業 〉 リス ニ ン グ活 動 か らRoleplaying活 動 に発 展 さ せ

よ う とい う試 み だ っ た。 課 題 と して は、Roleplaying活 動 で求 め られ る 「暗 記 」 が ま ず 大

変 だ とい う こ と と、 ペ ァ の発 表 で は英 語 は きち ん と言 え て い るが 照 れ が あ るの か 、 感 情 を

込 めて 発 表 す る と い うと こ ろ ま で は達 して い な いペ アが 多 か っ た こ とで あ る。 しか し、 生

徒 の活 動 の様fは け っ して 消 極 的 で はな く、 む しろ教 科 酢中 心 のふ だ ん の授 業 よ りは生 き

ノkき と取 り組 む 姿 が 多 く見 られ た。 特 にRoleplayingの グ ル ー プ内 の発 表 は楽 し く取 り組

ん で い た。Roleplaying活 動 は、 場 面 に応 じた英 語 の使 い方 を身 に付 け、 台 詞 に感 情 移 入

す る こ とに よ って 臼 己表 現 力 を 育 て る とい う点 で 、 効 果 的 で あ る。 さ らに 、 ド記 の点 に留

意 して 授 業 を行 うな らば 、 よ り効 果 がLが る と思 わ れ る。

・生 徒 の関 心 が 高 い映 画 を 選 ぶ 。

・印 象 的 な場 面 を選 ぶ。

・英語 が 聞 き取 りや す い場 面 を選 ぶ。

・中 学 生 にふ さわ しいn語 材 料 を選 ぶ。

・場 面 を何 度 も プ レイバ ック して、 じっ く り と登 場 人 物 の 観 察 を させ る。

・小 道 具 な ど で 、実 感 を 盛 り上 げ る。

・記 憶 が容 易 に で き る長 さの 会 話 の場 面 を選 ぶ。

・教 師 自 ら ロー ル プ レイ ング を行 う。

資料1

ワ ー ク シ ー ト①(■ 弼SD㎜()

C㎝e㎝.(1).(㎞ 国eαLG㎝eon・

◎㎝eD◎ ㎜ α』(加 ◎C!・・(漉 αrLIbDtalk'?

YdU㎞,talk?地,h田la馬bq7.団 ■iotし 釦 ユre降Uむ

皿iα しし..-See,覧 融dご 血血iし

t.Yl1SisaC.dT.1噂6蘭 岨sis血t』 鴨9肌a㎞ 血 一

See?(加.陶y響H咄.《2)lNo!鞠

dα㎡teatO曜L㎞yo巳h㎎y?■'mhungry』

《3}.α 喧y2
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資料2

ワークシート②

「映 画 で 英 語n創 作 プリントー

E.T.で 学 習 し た 文 型

①D◎n'tbeafraid・lt'sallright.恐 が らな く て い い よ.大 丈 夫 だ よ 。

②Waitaso◎ ◎nd.ち ょ っ と待 って.

③Stay.■Ylberight.here.こ こ に い て 。 す ぐ戻 るか ら.

④Whynot?ど う して 駄 日な の?

⑤Givemeabreak.冗 談 き っ い よ 。

応 用 場 面 の創 作(自 分 な ら こ ん な 場 面 で 使 って み る)① ～⑤ の う ち どれ か 一 つ に つ い て.

・最 低4つ の 文 章 を組 み 合 わ せ て 会 話 を作 ろ う!

場面 出 州 ‡δ前

"e

●

m

嘱

、屑

oC

Q
J

O

e

`

h

い

≦

漏

曜
、

ノ

し

h

+

r

、
i

凱

総

A

B

A

B

○
十
人 び
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第2分 科会

1小 一L題

r配 厳 現 す る力fii]め 、生 き生 きと。,。 ニ ケー シ 。ンを 図 ろ う とす る意欲 を育

L堕1二 夫.

2小}三 題 設 定 の 理 由

国 際化 が 急 速 に進 み 、 地 球 的 な視 野 に 、γった交 流 や 相 亙理 解 が 深 ま って い く中 、 英 語 を 手

段 と して 、 外 国 の人 々 と コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 図 り、 自由 自在 に 自分 の意 思 を伝 え る こ と に

あ こが れ を 抱 いて い る生 徒 は数 多 い。

しか しな が ら、 日常 生 活 を振 り返 って み る と、 帰 国 生 徒 や在 日外 国 人 の 数 が 増 加 して きて

い る と は い え、 自分 自身 の 習 って きた 英 語 を 実 際 に用 いて コ ミュニ ケ ー シ ョ ンで き る機 会 は

ほ とん ど な い と言 わ ざ るを え な い。

た しか に、 私 た ち英 語 科 の教 員 は、flご ろ の授 業 の 中 で、 自己表 現 力 を 高 め る た め に、 ペ

ア ワ ー クや ス キ ッ トな どの 言語 活 動 を 活 発 に取 り入 れ て は きた。 しか し、 そ れ らの 活 動 は、

「自 ら状 況 を 判 断 して 、 言 葉 を選 択 し、 主 体 的 に英 語 を 使 って い く活 動 」 で あ る と い う よ り

も、 「あ らか じめ決 め られ た英 語 を会 話 感 覚 で覚 え て い く活 動 」 に近 か っ た た め に、 実 際 の

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの場(ALTと の 自 由 な会 話 等)に お い て は、t分 に対 応 で きな い とい っ

た課 題 が 残 って い た。 そ の た め に、 生 徒 は コ ミュニ ケ ー シ ョ ンへ の 自信 が もてず 、 意 欲 も高

ま らな い の で はな いか と推 察 した。

以 ヒの 事 柄 を踏 まえ て 、 本 分 科 会 で は、nご ろ の授 業 の 中 に、 『今 まで に 習 っ て きた 英 語

を実 際 に用 い な が ら、 た と え文 法 的 に は不 正 確 な表 現 で は あ って も、 自分 自身 の生 き た言 葉

で課 題 を解 決 して い くよ うな学 習 』 を継 続 的 ・段 階 的 に 取 り入 れ て い く こ とが、 生 徒 の 自 己

表 現 力 を高 め 、 生 き生 きと コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う とす る意 欲 に っ な が って い くので は

な い か と考 え た。

また 、課 題 を解 決 して い く過 程 に お い て は、 個性 や 個 人 差 ・学 力 差 な ど に応 じて 、 難 しい

表 現 を簡 単 な表 現 にパ ラ フ レー ズ した り、 ジ ェ ス チ ャー な ど の ノ ン ヴ ァー バ ル な伝 達 手段 を

用 い るな ど、 多 様 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 方 法 が 存 在 す る は ず で あ る。 た とえ 、 完 ぺ きな英

語 で はな くと も、 試 行 錯 誤 を しな が ら、 前 向 き に意 思 を 伝 え よ う とす る姿 勢 を み ん な で大 切

に しあ い、 個 性 豊 か な多 様 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 方 法 を お互 い に認 め 合 え る よ うな指 導 上

の 配慮 を して い きた い と考 え た。

3仮 説

自分の もってい る語 いや表現 で、意思 を伝 え る方 法 を継 続 的 ・段階 的 に学 ん で いけ

Lば ・ 生 き生 き と … ニ ケ ー シ ・ ン しよ う とす る意 欲 が 高 ま るだ ろ う

11



4実 態 調 査 の結 果

7月 の初 旬 に 、実 際 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの場 面 で 、 自 己表 現 す る際 に大 き な支 え とな る

ス キ ル の レベ ル を 知 るた め に、 ア ンケ ー ト調 査 を行 った。 都 内6校 の1年 生 か ら3年 生 ま で

の 中学 生 、 約2,300名 か ら回 答 を 得 る ことが で き た。 以 ドが そ の 内容 と分 析 で あ る。

*あ なたが外国の 人 と話す場 面を考えて くだ さい。辞 書 も筆記用 具 もな い状況 で、

「自分の言い たい ことや 、伝 えなければ な らない こと」 を英語 で言わ なけれ ば

な らないの に、わか らない単 語(語 句 ・表現)が あ って困 った時、あ なたな ら

ど う しますか。 複数の該 当があ る時 には、番号 の大 きい方 をひ とつだ け選ん で

くだ さい。

①黙ってしまう。

②日本語を使ってしまう。

③ ジェスチ ャーで切 り抜け る。

④ 「わか らない」 「困 っている」とい うことを英語で伝え る。

⑤正 しくな くて も、自分で考えた英語(語 句 。文)で なん と

か伝えよ うとする。

⑥わか らない言葉 を、英語で説明 した り、 自分の知っている

似たよ うな内容 を表す表現で言 い換えてみ る。

⑦ その他。

離 曄 ヨ■嘩騒劉
・年生幽 羅嘩 ≒ ■噛劇

1
'・,}1

3年生膿 ≡≡ヨ■■薩騒翻
00● ●oOo

番 号 が 大 きい ほ ど コ ミュニ ケ ー シ ョ ンスキ ルが 高 い と い う設 定 な の で、 学 年 が 上 が る にっ

れ て 大 きい番 号の割 合 も増 え るの で はな い か 、 と い う私 た ち のr想 に反 し、最 も高 い スキ ル

の ⑥ 番 が 多 か った の は、1年 生 で あ った。 英 語 を 習 い始 めて 間 もな く、 っ まず き を 感 じて

い る生 徒 が少 な い た め、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに対 して も、 自信 や 意 欲 を も って い る こ とが う

か が え る。 この こ とか ら、 学 年 がr.が って も、 生 徒 が 自信 や 意 欲 を失 わ な い よ うな指 導 の 工

夫 を して い く必 要 が あ る こ とが わ か る。

次 に、 ① 「黙 って しま う」 か ら ④ 「わか らな い とい う こ と を 英 語 で 伝 え る 」 と い う段 階

に と ど ま って い る生 徒 が、 各 学 年 と も50%を 超 え て い る と い う点 に注 目 した い。 これ らの 生

徒 の スキ ル を あ げ るた め に は 、 間違 いを お そ れ る こ とな く、 自分 の伝 え た い こ とを 表 現 す る

練 習 を 日 ごろ か ら行 う こ とが 大 切 で あ る。

5具 体 的 な方 策

本 分 科 会 で は仮 説 に基 づ き、 授 業 の 中 で 、 解 決 す べ き課 題 を含 む場 面 を 意 図 的 に 設 定 し、

「英 語 で 課 題 解 決 す る力 」 を育 て る指 導 の一1二夫 を した。

場 面及 び課 題 設 定 に 際 して は、 生 徒 た ちが 意 欲 的 に取 り組 み そ うな題 材 に し、 意 味 の あ る

や り と り とな るよ う心 掛 け た 。 さ らに、 実 際 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョンに即 した もの とな るよ う、

コ ミュニ ケ ー シ ョンが 本来 もっ 機 能 を 、 「要 求 、 伝 達 、 情 報 収 集 、 人 間 関 係 形 成 」 に 大 別 し、

そ れ ら4っ の側 面 か らの適 切 な 課 題 設 定 を 試 み た。 こ こに、 そ れ ぞ れ の 指 導 例 を 紹 介 す る。

(1)要 求 ・依 頼(自 分 の 要求 を相 手 に伝 え、 実 践 して も ら う活 動)

(2)伝 達(自 分 の も って い る情 報 を相 手 に伝 え る活 動)

(3)情 報 収 集(自 分 に と って必 要 な情 報 を相 手 か ら得 る活 動)

(4)人 間 関係 形 成(よ り多 くの 言葉 の キ ャ ッチ ボ ール を 通 じて 相 正{理解 を はか る活 動)
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(1)「 要 求 ・依 頼 」 の 指 導 例

麟 施蛎衡謡が■
1_

① 指 導 の ね らい

ア 必 要 な こ とが らをALTに 的 確 に伝 え る能 力 を 育 て る。

イ 自分 の 言葉 を 使 って コ ミュ ニ ケ ー シ ョンが で き る と い う自信 をつ け る。

② 指 導 過 程

ア

イ

所 要時間

準 備

「 〈指令書例〉

約20分

指 令 書 カ ー ド6枚(各 班1枚 そ れ ぞ れ 異 な った もの)

ア メ リカ の花 屋 に て 一 一Rick先 生 は店 員 で す。

2今 夜 、 あ な た の 友達 の ピア ノ コ ンサ ー トが あ り ます。 そ の 友 達 の た め に花 束(花)
　

iを 買 いな さい。 あなた は20ド ル(ダ ラーズ)し か持 って いません。
L-一一一一一一_________..__一___

ウ 手川頁

1)指 令 書 カ ー ドを各 班(6～7人)1枚 ず つ 受 け と る。

2)指 令 書 の 内容 につ い て、 どの よ うにALTに 話 しか けた らよ いか を各 班 ご とに 話

し合 う。 この と き、 辞 書 は使 わ な い。(約5分)

3)
・饗 灘 難 繍 踊コ墾 鱗 騨 灘

上 記 指 令 書 で 実 際 行 な わ れ た 会 話(1年 生)

ALTMayIhelpyou?

Student:Igomyfriend'spianoconcert.

A:Yourfriend'spianoconcert?Tonight?

S:Yes.Iwant20dollarsflowers.

A:Youwant20dollarsofflowers?

S:Yes.

A:Hhatcolor?

S:Iwantrose.

A:Roses?OK.Thisis20dollarsof

roses.Doyouwantthisone?

S:Yes.

A:Youdo?

S:Yes.

A:OK.Twentydollarsplease.

S:Hereyouare.

A:Thankyou.

S:Thankyou.

4)JTEは 、 指 令 が 成 就 さ れ た と判 断 で き

た時 点 で 終 了 の サ イ ンを 出 す。

③ 評 価 の観 点

ア カ ー ドの 要求 ・依 頼 の 内容 を 的確 に 伝 え られ たか 。

イ 単語 だ け で な く、 文 を使 って コ ミュニ ケ ー シ ョ ンで きた か。

ウ っ ま った と き、 言 い換 え ・ジ ェ スチ ャ ー等 、 種 々 の方 法 で乗 り越 え られ たか 。
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(2)「 伝 達 」 の 指 導 例 一一一 先生 に メ ッセ ー ジを 伝 え よ う

〔__

① 指 導 の ね らい

ア 情 報 の ポ イ ン トとな る 事柄 を 見 極 め る力 を育 て る。

イ 情 報 を 英 語 で 積 極 的 に表 現 しよ う とす る態 度 を育 て る。

② 指 導 過 程

ア 人数6人 く らいの班 を1グ ル ー プ と し、 そ の中 の2人 が実 際 に活 動 す る。

イ 時 間 グル ー プで の 作 戦 タイ ム:3分 程 度 実 際 の活 動:2分 程 度

ウ 手順

一一、

畑 で偏 を相 手に伝 えた り、r1分 の状況 を説 明 した りす るテ舌酬
._一 一 」

1)班 ごと に、 英 語 で伝 言 を伝 え る者 を2名 決 め る。

2)「 先生 が い な い と き に、 電 話 が かか って きた」 とい う設 定 で 、 先 生 に 伝 え る メ ッ

)

)

)

Q
U

4

只
」

セ ー ジ を 班 で 考 え 、 そ れ を カ ー ド に 記 入 す る 。(fl体 例1)

メ ッセ ー ジを伝 え るた め に必 要 な 表 現 を班 ごと に 考 え る。

代 表 生 徒 がALTに 英 語 で 伝 言を 伝 え る。

1)～4)の 手川頁で 、 困 って い る こ とや 先 生 に お願 いす る こ とを2～3分 で 考 え て 、

英語 で 伝 え る形 式 で も行 う こ と もで き る。(具 体 例2)

具 体 例100君 か ら先 生 に電 話 が あ りま した 。 デ ー ト した い の で 明 日3時 に 映 画 館i..._一 一 一 一 一 一"'一 一 一__一_一_一'1

[前 に来 て くだ さ い・ ま た後 で電 話 します・1

∴㌻ カll融塾 懇1示鍵饗 鎚 螢 せコ

イ

ウ

(3)「 情 報 収 集 」 の 指 導 例

③ 評 価 の観 点

アfi本 語 のriい 回 しに と らわ れ ず に、 メ ッセ ー ジの ポ イ ン トを っ か ん で 表現 す る こ と

が で き たか 。

単 語 レベ ルで あ って も適 切 な 単語 を使 って 、 意思 を 通 じさせ る こ と がで きた か。

情 報 を 伝 え よ うと す る 前 向 きの 姿勢 で取 り組 む こ とが で き たか。

① 指導のね らい

一 ペ ン フ レ ン ド を 紹 介 し あ お う 一一一一 一一 一一一一 一一 一 一・「

瞬1齢 纏 警 』包∵友
ア 外 国 の 人 と文 通 しよ う とい う動 機 づ け とす る。

イ 班 活動 を 通 して、 協 力 して課 題 を解 決 す る こ との よ さ を体験 す る。

ウ3単 元 の 肯定 文 、doesを 使 っ た疑 問 文 ・応 答 文 、 否 定 文 を 効 果 的 に 使 っ て 、 友 達

の こ と にっ いて 会 話 で きる よ うに す る。

② 指 導過 程

ア 時間

イ 準備

班 活 動 約40分 。(作 戦 タイ ム20分 程 度 、 質 問15分 程 度)

6種 類 の指 示 井と指 示 井の 内容 を質 問 しや す くす る た め の ヒ ン トカ ー ド。 指 示

書 に は、 自分 の友人 に関 す る情 報(国 籍、性 別、 趣味 な ど)が 英語 で、 そ の 友人

の希 望す る文通 相手 の条 件(国 籍 、性 別、趣 味 など)が 日本語 でｺrか れて い る。

14一
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ウ 手順

1)班 毎 に、 指 示!friの 「あ な た は こん な友 人 を も って い ます 」 の英 文 を よ く理解 す る。

2)次 に、 「あ な た の友 人 の求 め る文通 相 手 は」 の内 容 に 合 う相 手 を 探 す た め の 質 問

)

)

)

0
0

4

民
U

事 項(英 文)を 相 談 し、作 成 す る。

JTEは 途 中 で ヒ ン トカ ー ドを渡 し、 英文 を 考 え るた め の 手助 け を す る。

質 問 は1班 か ら順 に ・問 ず つ 発 表 し、 そ の都 度 、 各班 が 答 え る。

質 問 と返 答 が 何 順 か して相 手 が絞 られ て きた ら、 答 え る班 を指 定 して質 問 す る こ

と も で き る 。

6)質 問 をす べ て終 え た時点 で、何班 の友 人が 自分 の班 の求 め る相 手 であ るか を 当て る。

工 配 慮'}ri4`1

1)作 戦 タ イ ムの と き の助 言 は、 単語 や表 現 そ の ものを教 え るこ とは避 け、パ ラ フ レー

ズの 仕 方 を助 言 す る。

2)質 問 や答 え は、 班 員 全 員 が 順 に行 うよ うに させ る。

3)最 後 に 、各 班 で 考 え た表 現 で よ か った もの を教 師 の 方 か ら紹 介 し、 個 人 単 位 の 活

動 で も生 か せ る よ うに す る。

③ 評 価 の 観 点

ア

イ

ウ

工

適 切 な質 問 に よ って、 相 手 を探 し当て る こ とが で きた か。

班 で 協 力 して 活 動 で きた か。

ヒ ン トカ ー ドを有 効 に利 用 で きた か。

3単 元 の文 を適 切 に使 用 で きた か。

④ 指 示 、1業6種類 の うち の ペ ア とな る組 み 合 わ せ 例

「あ な た は こ ん な 友 人 を も っ て い ま す 」

Youhaveagoodfriend.HeisAustralian.HespeaksEnglish.Helikesmusicverymuch.

① 「あ な た の 友 人 の 求 め る 文 通 相 手 は 」

彼 は オ ー ス ト ラ リ ア 以 外 の 英 語 圏 の 人 と 英 語 で 文 通 し た い ん だ っ て 。 彼 は 音 楽 好 き だ か ら

何 か 楽 器 の で き る 人 。 女 の 子 だ と さ ら に い い ね 。

「あ な た は こ ん な 友 人 を も っ て い ま す 」

Youknowagoodgirl.ThegirlisAmerican.ShespeaksEnglish.Sheplaysthepiano.

② 「あ な た の 友 人 の 求 め る 文 通 相 手 は 」

彼 女 は オ ー ス ト ラ リア 人 の 男 のfと 英 語 で 文 通 した い ん だ っ て 。 で き た ら 同 じ趣 味 の 人 が い い わ ね 。

⑤ ヒ ン トカ ー ド例(① の指 示 書の場 合)

〈質 問 を 考 え る上 で の ヒ ン ト〉

オ ー ス トラ リア以 外 の英 語 圏 の 人 と は?一 例 え ば(人)や(人)等 、 具 体 的 に

例 を あ げて そ うい う友 人 が い るか(そ う い う人 を 知 って い る か)聞 い て み よ う。

そ の 人 は 女 のrか 聞 い て み よ う。

そ の 人 は英 語 が話 せ るか 聞 いて 確 か め て み よ う。

思 いつ く楽 器 に は何 が あ るか な?一 例 え ば()や()等 、 具 体 的 な もの を あ げ

て 、 そ の人 は そ うい う楽 器 が で き るか 聞 いて み よ う。
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璽

(4)「 人 問 関 係 形 成 」 の指 導 例

駈轟黙論篇㍍i薇 定じ憂話題豪 コ
l

ALTと の人聞 関係 を重視 した 自宙対話1
⊥

① 指 導 の ね らい

アALTと の 自然 な対 話 を 通 して、 本¥」/に伝 え た い こ と、 聞 き た い こと(意 思 や気 持

ちを 含 め て)を 述 べ る こと を通 して、 個 性 豊か な 自己 表 現 能 力 を 高 め る。

イ で き るだ け長 く楽 しい対 話 を続 け て、ALTと の 相 互 理 解 を図 り、 よ りよ い 人 間 関

係 を 形 成 しよ う とす る態 度 を 育 て る。

ウALTと コ ミュニ ケ ー シ ョンを 図 る こ とが で きた とい う自信 を もち 、積 極 的 に英 語

で 話 そ う とす る意 欲 を育 て る。

② 指 導 過 程

ア 手順

1)グ ル ー プ ご とに別 の話 題 を 与 え る。 又 は、 生 徒 が 話 題 を考 え る。

一 与 え た話 題 例 一

*自 分 とALTの 先 生 の 夏 休 み の 過 ご し方

*運 動 会 に つ い て 印 象 に残 っ た こ と

一 生 徒が 考 え た話 題 例 一

*オ リ ン ピ ックで 印 象 に残 った こ と

生 徒 の 感 想

3.参 日 の 珍 鷺 の 庭 想

今日勅 めて濁 んなドた⇔ ん 話 しマ、略 こう艮、マいた ξり辛 しカ'・た ・

何 亀歌 うが 考 えてしま「知 ナ謄・、詠 マいな 臥 た がも しれな ・・亀ナ東ヒ1㌦

*Cl分 とALTの 先生 が好 きな食 べ 物 、 趣味 にっ い て

.,† サ映 娃が 容 〉ヱ くれて、う訊U験議 ・鉱 でも・楓 λ茨"こヒセ

伝 追 こ《ガ・で…ヨん匹・ヒ祝 醗 が 学染.

2)10分 程 度 の作 戦 タイ ム を と り、 伝 え た い こ と、 聞 か れ そ うな こ とに っ い て グ ル ー

プ で協 力 して 準 備 す る。

3)各 グ ル ー プ でALTと 対 話 を す る代 表 生 徒1名 と補 助 の生 徒1名 を選 ぶ。

4)各 グ ル ー プ の代 表 が交 代 で 前 に出 て 、 そ れ ぞ れ の話 題 に っ い てALTの 先 生 と 自

由 に対 話 を す る。 補 助 の生 徒 は代 表 生 徒 を 助 け るだ けで 直 接 に は対 話 を しな い。

5)対 話 を聞 い て い る他 の生 徒 は、 対 話 か らわ か った こ とを ワー ク シ ー トにi舞 く。

6)JTEは 何 往 復 の 会 話 にな っ たか 数 え る。 対 話 が途 切 れ た と こ ろで 終 了 とす る。

7)ALTは グル ー プ ご と に良 か った点 を述 べ、 今 後 に役 立 ちそ うな表現 を紹 介 す る。

イ 指 導Lの 留 意 点

1)文 法 的 誤 り、 発 音 の指 導 は最 小 限 に す る。

2)完 全 な文 で な く、 単語 レベ ル で もよ しと し、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンを図 ろ う とす る

態 度 を 尊 重す る。

3)時 間 の制 約L、 昼 休 み、 放 課 後 な どを 活 用 し、 よ り多 くの生 徒 がALTと の対 話

の 機 会 を もて る よ う配 慮 す る。

③ 評 価

ア 相 手 の話 に応 じて 適 切 に コ ミュニ ケー シ ョ ンを 図 る ことが で きた か。

イ 長 く対 話 を続 け る こ とが で きた か。

ウ 対 話 を通 して相 互 理 解 を 図 り、 よ り良 い人 間 関 係 を形 成 しよ う と した か。
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6研 究 の 成 果 と課 題

本 分 科 会 の実 践 研 究 の過 程 にお いて 、 生 徒 は、 「自分 の も って い る 語 い や 表 現 を ト分 に 活

用 す れ ば 、 か な りの 内容 を 英語 で 伝 え る ことが で き る。」 と い う自 信 を もっ よ うに な っ て き

た。 以 下 に、 成 果 と課 題 を述 べ る。

(11成 果

ア 英 語 で 表 現 す る こ とが で きず に沈 黙 して しま う こ とが少 な くな り、 単 語 レベ ルで あ っ

て も、 意 思 を伝 え よ う とす る態 度 が 育 って き た。

イ 単語 レベ ル で意 思 を 伝 え て いた 生 徒 が 、 た と え間 違 い を 含 ん だ文 で あ って も、 文 の レ

ベ ル で 話 す 努 力 を す る よ う にな っ た。

ウ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンす る と き に、 まず 自分 の も って い る語 いや 表 現 で、 言 え る こ とか

らIIお う と して、 情 報 を選 択 す る よ うに な った。

工 日本 語 の表 現 に と らわ れ ず に、 情 報 を選択 して、 ポ イ ン トを伝 えよ うとす るよ うにな っ

た 。

オ 自分 の知 らな い 単 語 を 表 現 す る と きに造 語 す るよ うに な っ た。 生 徒 が っ くっ た語 が 実

際 に は使 わ れ な い よ うな 語 で あ っ た と して も、 意 思 を 伝 え よ うと す る積 極 的 な 姿 勢 を 評

価 して い きた い。

(2)課 題

ア 様 々 な活 動 を す る ほ ど、 多 くの 生 徒 が 自信 を もっ こ とが で き る よ うに な った 反 面 、 活

動 の 壁 とな るの は 、 表 現 や 語 いの 不 足 で あ る。 基 礎 的 な 事柄 を 習 得 させ、 な るべ く多 く

の 表 現 や語 い を身 に 付 け させ る こ とが 大 切 で あ る。 ま た そ うす る こ とに よ って 、 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン活 動 へ の 意 欲 も増 して くる だ ろ う。

イ 英 語 の学 習 を す る上 で 何 よ り も大 切 な の は、 英 語 を 使 って 自 己表 現 す る こ との 楽 しさ

を 生 徒 に感 じさせ る こ とで あ る。 そ の た め に、 生 徒 に解 決 させ る課 題 は、 生 徒 の発 達 段

階 や 学 習 内容 に適 した もの とす る こ とが 必 要 とな る。 難 しす ぎた り、 や さ しす ぎ た りす

る課 題 で は生 徒 の 意欲 を 引 き出 す こ とはで きな い。

ウ い ろ い ろ な表 現 を 身 に付 け させ る た め に は、 生 徒 が 解 決 す る課 題 の 種 類 が 多 い ほ ど、

成 果 を ヒげ る こ とが で き る。 しか し、 限 られ た 時 間 内 で の課 題 作 成 は、 大 変 な 労 力 が必

要 な た め、 教 師 同Lの 情 報 交 換 や 協 力 体 制 を積 極 的 に進 めて い く必 要 が あ る。

エ ゲ ー ム的 な活 動 の 中 で は、 「英 語 だ けで 意思 を 伝 え る」 とい う ル ー ル を作 って い て も、

っ い生 徒 は 日本 語 を 使 って しま いが ち で あ る。 楽 しい雰 囲 気 の 中 に も、 目的 を 生 徒 に よ

く理 解 させ、 ル ー ル を 守 って 活 動 させ る こ とが 、 人 き な成 果 を ヒげ るた め に必 要 で あ る。

オ 意 欲 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 行 お う とす る態 度 を 育 成 す る た め に、 英 語 が 苦 手 な生

徒 も喜 ん で 言語 活 動 に参 加 で き る よ うに補 助 手段 を 考 え る な ど の 工 夫 と配慮 を さ らに研

究 して い きた い。
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第3分 科会

1小k題一
2小 主題 設 定 の 理 由

本 分 科 会 で は、 生 徒 が敬 遠 しが ち で あ る と同 時 に教 師 の指 導 が 比 較 的 十 分 に な され て い な

い と思 わ れ るwritingに ス ポ ッ トを 当 て 、生 徒 のwritingの 意 欲 と能 力 を 引 き出 し高 め る 指

導 法 にっ いて 、 具 体 的 に研 究 を進 め る こ とに した。 また 、 そ の 指 導 口標 をfreewritingに ま

で 高 め る こ とに置 い た。

3仮 説

realcontext(実 際 的 状 況)を 設 定 し、 生 徒 のwritingに お け る 阻 害 要 因(単 語 の 配

列 や表 現 方 法 等 に お け るつ まず き の原 因)を 取 り除 け ば、 生 徒 のwritingに 対 す る意 欲

を 引 き出 し、 理 解 と 自 己表 現 の 能 力 を高 め る こ とが で き るで あ ろ う。

4具 体 的 な 方策

(1>総 論

本 研 究 で は、writingを 言語 相 互 作 用 に不 可欠 なcommunicativecompetenceの 一 部 を 成

す言 語 活 動 と定 義 す る。 す なわ ち、 「読 み手 を 意識 した言 語 交 渉 の プ ロセ ス」 で あ り、 「書

き手 が 無 言 の 対 話 を 記 録 し、 読 み 手 の反 応 を予 測 す る」 学 習 で あ る。 こ こで は教 室 で 展 開

され る指 導 手 順 を 、1controlledwriting2guidedwriting3freewritingの 三 段 階 に

分 け、 最 終 的 な 目標 を3の 自 由 な英 作 文 を書 く こ と とす る。

仮 説 に基 づ き、 生 徒 が 英 語 を実 際 に使 用 しな くて は な らな い状 況 を 設 定 し、 生 徒 の書 く

こ と に対 す る不 安 を 取 り除 きな が ら、 書 く こ と に対 す る意 欲 を 引 き出 す こ と を通 して 、

recognitionとselfexpressionの 能 力 を高 め る こ とを 目的 と した。 具 体 的 に は、 各 中学 校

間 で 生 徒 一 人 一 人 に英 文 の手 紙 を交 換 させ、 毎 回token&type値 を 算 出 す る こ と に よ り、

「書 くこ と」 の指 導 の 工 夫 ・改 善 を 試 み た。

token&type値(TT値)

単 語 の 数 を 計 算 す る方 法 と して 、tokencountとtypecountが あ る。tokencountと は 、 発

話 者 が 使 用 し た 単 語 す べ て の 総 数 を 示 す も の で 、 使 用 さ れ た 単 語 を 同 一 の 種 類 別 に 分 類 し た 総

数 を さ す 。 し た が っ て 、typecountは 、 単 語 を 何 度 使 用 して も1つ と しか 数 え な い 。

例 え ば 、Whenshearrivedatthehouse,theywerewaitingforheratthedoor.の 文

に お い て は 、tokencountは14、typecountは12と い う こ と に な る。

こ の 際 、typecountをtokencountで 割 っ た も の をtoken&type値 と い い 、 そ の 数 値 が 限

り な く1に 近 い ほ ど英 語 力 が 身 に 付 い て い る と 一 般 的 に 言 わ れ て い る。
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(2>指 導の 手順

① 各段階 の 目標

第1段 階 「思 った ことを表現す る」

第2段 階 「相手 の話題 を考え なが ら表現す る」

第3段 階 「相 手の意 向を くみ取 りなが ら、表現す る」

② 各段階 の指導 内容及 び留意点

「露 「o師 の鱒 内容 △教師、こ繭 篠 「一一
1-一 一 一一一 一____

第

1

段

階

　

留 意 点

トー 坤 一一 一一
10相 丁校か らの手紙 に返 事を 井かせ る

。
第

2

澱
曙
L

-
第

3

段

階

L-一 一一

○ 同 規 模 学 校 の 同学 年 同 上 で ペ アを 作 る。 ・基 本 的 に1対1で 行 え るよ うにす る。

○ 自 己紹 介 文 を書 か せ る。(辞 書 の使 用 可)・ 手 紙 文 の書 き方 を説 明 した 後 で 、 自

1 由 に書 か せ る
。

ム ド#tF3きの段 階 でTT値 の 集 計 を 行 う。 ・集 計 に は英 語 係 等 を使 う と良 い。

0語 法 上 の誤 りを チ ェ ッ ク し、 各 自 に清 書 さ ・清 書用 に は色 上質 紙 等 を使 用 し、 意

せ 、 相 手 校 に郵 送 す る。 、 識 付 け をす る。
i

-一 一 一 一 一 一 一

1・ 相 手校 か らの 手紙 を各 生 徒 に渡 す 。
[

ム ド書 き の段 階 でTT値 の集 計 を行 い、1回1・TT値 の推 移 を見 な が ら、 語 い 数 の

目 との 比 較 、 分 析 を行 う。1変 化 を グル ー プ 別 に 分 け検 証 す る。

0語 法 ヒの誤 りを チ ェ ッ ク し、 各rlに 清Eriiさ ・清Fi用 に は色 ヒ質 紙 等 を 使 川 し、 意

せ 湘 丁校 に郵 送 す る.[識 付 け を しな が ら塒 も描 か せ る.

00
-「童灘 型)1墾 施と塗 世 歪・一一L-一_皿 一_一

0つ まず きの 原 因 を取 り除 く指 導 を 行 う。[・ 個 に応 じた指 導 を行 う。

…015}あ て の 瓢 に返 事 轄 か せ る.[・ 相 手 か らのn1を 発 騰 せ る。I

l△ 陪 きの 段 階 でTT値 の集 計 を,-41'い・1・i・ 英 語 の成 績 別 に3段 階 に分 け・ 各 グ1
　 ミ

12回 目 との 比 較 、 検 証 を行 う。1ル ー プ の特 色 を比 較 分 析 す る。

0語 法 ヒの 誤 りを チ ェ ッ ク し、 各 自に清 書 さ1・ 清 書用 に は色L質 紙 等 を川 いて 絵 を1

壷 聯 臨 し、鵬L轡 なと・∵■轡 引

(3)言 平石出i

今 回 の 研 究 で 得 られ た 結 果 を 、 英 文 を 独 力 で 井 く力 を ど れ だ け っ け た か と い う 「

writingに お け る能 力 面」 と、 英 文 を 辞 こ うと い う気 持 ち を ど れ だ け 強 く も っ た か と い う

「writingに 対 す る意 欲 面 」 の 一二っ に分 け て評 価 して み た。

①writingに お け る能 力 面

生 徒 の英 文 を 井 く能 力 を 測 る方 法 と して、 前述 のTT値 を 用 い た。 そ して、 生 徒 が 手

紙 を3回 に わ た って 書 いた と き の数 値 の変 化 を見 た。 な お 、数 値 を計 測 した各 時点 で 生

徒 が 丁紙 を}rい た状 況 は、 表 ① の と お りで あ る。
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表①
び　　　　　 　　 　　コ　　　　　 　 　　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　　　 　 　　　　　　　　 　　　 　　　 　

h・ 撒i書 い た 手 紙 の 相 手1そ の瓢 麟 いた ときの状況!

1-一 一「一 一 一一一 一 一一 一 一一一 一「 一一一一 一 … 一一 一一一一一 一一 一 一「
1自 力 で

、 初 め て の 相 手 に 了紙 を 書 い た 。11i不特 定 の1人(DearFriend,_)

1_一 一 一一 一 一一一一 一一一 一一_一.一 、一_.一 一.一→ 一_一一一_一 一_一 一_一 一_一_一 一 一一一 一 一 一{

21縦 の1人(D。a。 ○ ○ ○,…)… 自 ノ」で 、 粒 瓢 を 読 み 齢 を 詳手い た 。1

-一一一 一一L-一 一__一_一 一一一一一一一‡_一 一一..一_一 一一 一一.一 一」

31特 定 の1人(DearOOO,_)1教 師 の 指 導 を 得 て 、 自 分 あ て の 返 事 の 手 紙1

　 　

L-」_一.一 一 一__一 ユ遡 し・埜 こ卸 墨 墾 し'た・一 一一一」

グラフ① 「TT値 が上昇 した生徒の割合」

1回 目 →2回 目 2回 目 →3回 目

ドi降32.7%

変化無 し50%

ド1降40.4%

一}=}1毛62.3%

変 化無 し4.9% 醐 慧 一

グ ラ フ① に あ る よ うに、

以 ドの点 が わ か った◎

1回 目 と2回 目、2回 目 と3回 目 のTT値 を それぞ れ比 較 した結 果、

ア いず れ も多 くの 生 徒 のTT値 がL昇 して い る。 この こ とは、 そ れ だ け多 くの異 な った単

語 を使 った結 果 で あ り、 表 現 が 豊か に な った とい う こ とが 言 え る。

イ1回 目→2回 目 につ い て は、 実 在 す る相 手 に 出 した手 紙 に対 して返 事 が きた こ とで、 相

手 に伝 え た い ことや 聞 き た い こ とが 増 え、 話 題 が第1回 目 の了紙 文 よ り広 が っ た こ と と 、

相 手が 手紙 の 中で 使 って い る表 現 を学 び、 そ れ を応 用 して 自分 の 手紙 文 の 中 に取 り込 ん だ

こ とが 、TT値 のL昇 の原 因 と して考 え られ る。

ウ2回 目→3回 目 につ い て は、 教 師 の指 導 か ら英 文 で 手紙 を書 くと きの ポ イ ン ト(同 じ語

の 繰 り返 しを避 け る、 等)を 学 び、 書 く内容 に 関 して個 別 に指 導 を受 け た こ とがTT値 を

上昇 させ た原 因 と して 考 え られ る。

ま た、 意 識 調 査 の結 果か ら、 英 文 を書 く と きに 阻害 要 因 とな って い るい くっ か の項 目 に、 指

導 に よ って 改 善 が見 られ た。 生 徒 相 互 の 手紙 の や り と りの過 程 で、 「っ ま ず き」 に 対 す る教 師

の指 導 を 加 え る こ とで 、 生 徒 の英 文 を書 く能 力 を 高 め る こ とが で きた とい え る。 た だ し、 比 較

的 英 語 を得 意 とす る生 徒 の伸 び が顕 著 で あ る反 面、 不 得 意 な生 徒 の伸 び は少 な か った。 この こ

と は指 導 の ヒで 十 分 留 意 す べ き点 で あ る。
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A
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D

E

ミ

鐸ー鍵

3回 目を

書 いた後

②writingに 対 す る意 欲 面

英 語 で 手紙 文 を書 く作 業 の過 程 で、 対 象 とな った生 徒 約400名 に対 して 意 識 調 査 を 実

施 した。 この中 で 、 「今 回 の 手 紙 文 を 書 く前 」、rl同 目 ・2回[ .」を 書 い た 後 」、 「3回 目

を 書 い た後 」 の3段 階 に分 け て、 そ れ ぞ れ 「英 語 で文 章 を 書 く こ と」 に対 して、 ど ん な

イ メ ー ジを もって い るか を聞 い て み た。 そ の結 果 が グ ラ フ ② で あ る。 この こ とか ら以

ドの点 が わ か った 。

ア 段 階 を追 う ごとに、英語 で文 章 を書 くこ とを、「楽 しい 」 「ど ち らか とい う と楽 しい 」

とい うイ メー ジで と らえ て い る生徒 が増 加 し、逆 に 「どち らと もいえ な い」 「ど ち らか と

い うとっ ま らな い」 「つ ま らな い」 と い うイメー ジで と らえ て い る生徒 が減 少 して いる。

イ その 要因 と して は、 相手 が架 空 の人物 で な く、 実 在 す る相 手 か ら返 事 が 来 る と い う

期 待感 や 、 実 際 に 書 くこ とで少 しず っ 自信 が っ き、 英 文 を 書 く こ と に対 す る抵 抗 感 が

薄 れ た こ とな どが 大 き く影響 して い ると思 わ れ る。

/#:徒が 丁紙 文 の中 で使 用 した語 数(総 語 数)の 推 移 を 見 る と
、 回 を 重ね る ご と に増

加 して いる生 徒 が大 半を 占め、 それ だ け表現 した い内 容 も増 え た とい うことがC'1え よ う。

こ うい った点 で、 今 回 の活動 が 生徒 の意 欲 を 引 き出 し、 多 くの 生 徒 が英 文 を書 く こ と

の楽 しさを味 わ った と考 え られ る。 「相 手が 本 当 に い ると い う こと で、 楽 しさが す ご く

違 う。」、 「前 よ り英 語 で文 を 書 くの が好 きに な った。」 と い う生 徒 の 感 想 か ら もそ れ が

うか が え るが、 「手 紙 はあ ま り楽 し くな い。」 「単語 や 文 の 配 列 が 難 しい。」 と感 じて い

る生 徒 もお り、 こ うい った生 徒 へ の指導 上 の 配慮 が必 要 で あ る こと は言 うまで もな い。
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5文 通 マ ニ ュ ー ル

実 際 に、 同年 代 の生 徒 が お'工 い に 手紙 を 出 し合 う こ とに よ り、 英 文 を 書 くこ と に興 味 ・関

心 を示 し、 自 己 表現 力 を 高 め られ る。 ま た、 お互 い を尊 重 し、 楽 しみ な が ら学 習 しあ う こ と

が で き る。 ド記 の マ ニ ュ アル はそ の よ うな 特 色 を も った学 校 間 の文 通 方 法 の 手順 で あ る。

(※ 印 は留意点 を示 す)

(1)
文通相手校を選定し.

相手校の英語担当教師に
申し入れる。

1

(承諾)
これからの手順を相談

する。
☆手紙を最初に出す

順番を決める
☆留意点の確認

※獲両校 の学年 、人数 を配慮 す る。
→ 同学年 で人薮 がほぼ同 じ方が

良いが 、相違 がある場合は少

ないほ うに合わせ る 。

(A校100人3B校50人 の

場舎 、2対1で 行 う)

※襲生活環境の違 う学校 の方 が話

題が豊富にな り、生 徒 の興 味

を喚起 しやす い。

(2)

【A校】 ・ ・最初に手紙 を出す

学校とす る

第1回 目の手紙の下書 きを

書 く。 この時点では相手の こ

とは何 もわか らないので、 自

己紹 介、 学 校、 環境 、 相 手

のへの簡単 な質問、等を書 く。

〈必需品〉和英 ・英和辞書
その他参考資料

(3)

※雛作業に入る前に英文手
紙の書式を指導する。

※繋内容や表現は個別に助

言、指導する。
O相 手校の情報を教える。

※隷語数は50～80諸 を
目安に、それ以上書け
る生徒は自由に書く。

※轟授業配当時間は3～4

時閥以内で連続して行
うa

※糞宿題や家庭学習にせず、
必ず授業時に行い、教

師の指導が入るように
する。

【6校】
教師が下書きの誤りを確認

訂正し、腿 _
(色上質紙など)
1

クラスー学校単位で発送

※:螺丁寧 に書 くよ うに指導

する 。

(特に名前 一本入 、相手)

※纂 全員 に捷出させ る。
・・その時によ り出さない

生徒 がいる と、相手が

混乱す る 。

※難 個人単位 では送 らず 、必

ず教 師が まとめ て送る 。

※霧 下書 きか ら清 書 までは 、

短潮間 が良い 。
・・学校行 事や情 報が変わ

って しま う。

{4)
【B校 】 ・・相 手校

A校 か ら手艇 を受 け取

り.自 校 のペア(相 手)
一クラス、男女 関係 な

く一を決 め、配布す る。

{5)

【B校 】

手紙の返事(下 書 き)を

書 く。

☆相手がiで き ている

☆ 自己紹介や周睡の こと

相手の質閥 に答 える

く必需品〉和英 ・英和辞書

参考資料

ts>

【B校 】

教師 が下書 きの誤 りを訂正

覆認 した後 で清書 をす る

l

A校 へ送付す る

※艦紛失 にそなえて、受

け取 った手紙 のコピ
ーを とる

。

又 、両校 のペ アの名

前 を控 えてお く。

※馨ペ アの選定 では、生

徒の要 望を関 くのも

良 い。

※凄書式の指導

fDear名 煎」

※ 簿文章(並 べ方)、

語句の指導 をす る。
・・接続飼 、代名飼

の活用
・・単語 は日常の授

業 で、学習内容

との関遮 で指導

※3表 現方法 を個別に指

導す る。

(こ うい う時 どう誓 うか)

※その他留意点はA校 と

同様 にす る。

※留意点はA校 に同じ

(7)
【A校 】

B校 か らの手紙 を受け取

り.返 事 を書 く。

(4)に 戻る
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6研 究 の成 果 と課 題

本 研 究 で はwritingに 対 す る意 欲 と能 力 を 高 め るた め の 指 導 の 工 夫 を 試 み た。 具 体 的 に は、

「他 校 の生 徒 とい う、 実 在 す る相 手 との 英 語 に よ る文 通 活 動(意 欲 を高 め るた め の 工 夫)」 及

び 「意 識 調 査 に よ り明 らか に な った、 生 徒 が 英 文 を書 く こ と にお いて 直 面 しが ち な っ ま ず き

の原 因 を解 消 す るた め の 指 導(能 力 を 高 め る た め の指 導)」 とい う2点 で あ った。

以 下に本 研 究 の成 果 と課 題 を 述 べ る。

(1)成 果

ア 手 紙 を書 い た後 の 意識 調 査 に よ り、 生 徒 に と って実 在 す る相 手 に手紙 を 書 いて 自 己表

現 を行 う こ と、 また 、 そ の相 手 か らも実 際 に返 事 を も らえ る とい う こ とが 、 生 徒 の 書 く

意 欲 を大 き く引 き出 し、 生 き生 き と した コ ミュ ニ ケ ー シ ョン活 動 を 可能 に す る こ とが 明

らか に な った。

イ 相 手 の手 紙 に あ る話 題 に対 す る 自分 の 考 え や 、 自分 を取 り巻 く状 況 に つ い て 書 くこ と

を 指 導 した結 果 、 生 徒 た ち は相 互 理解 を 深 め 、 互 い の個 性 を尊 重 して書 こ う とす る態 度

を 身 にっ け る よ うに な って きた。

ウ 文 通 と い う自 己表 現 に適 した活 動 を、writingの 指 導 に用 い た こ と に よ り、 手紙 を 書

く回 数 が 増 え る ごと に生 徒 の 「書 く活 動 」 がfreewritingの 段 階 に近 づ いて い った。

工 手 紙 を書 く際 に辞 書 を積 極 的 に使 用 させ た こ と に よ り、 多 くの単 語 や慣 用 句 、 文 型 を

身 に 付 け させ る こ とが 可 能 と な った。 ま た、 相 手 の手 紙 にあ る未 習 の単 語 、 慣 用 句 、 文

型 に つ いて も、 「同 年 代 の 中学 生 が書 いた 文 」 で あ る こ とに刺 激 を受 け、 そ れ を 憶 え 、

積 極 的 に 自分 も使 って い こ うと い う姿 勢 が 生 徒 の 中 に 見 られ た。

オ この活 動 は、 そ れ ぞ れ の生 徒 が 相 手 の手 紙 に あ る話 題 を読 み取 り、 異 な っ た 内容 の文

章 を 書 く こ とを支 援 す る もの な の で 、 徹 底 した個 別 指 導 を行 う こ とが で き た。

(2)課 題

ア 生 徒 の文 通 に対 す る興 味 を持 続 させ る た め に は、 同 地 区 内 の学校 間 に よ る文 通 よ りも、

話 題 が豊 富 に な る他 地 区 で環 境 の違 う学 校 間 に よ る文 通 が望 ま しい。 した が って 、 実 際

に文 通 を行 う場 合 の相 手 校 選 び に は配 慮 が必 要 で あ る。

イ 文 通 に よ る 「書 く能 力 」 の 向上 の た め に は年 間 に数 回 の手 紙 交 換 が必 要 で あ る と考 え

られ るが 、1通 の手 紙 を書 かせ るの に、 構 想 → 下 書 き → 教 師 の 添 削 → 清 書 と い う段

階 を 経 る ので 、3～4単 位 時 間 が必 要 とな る。 ま た、 阻 害 要 因 を取 り除 くた め の指 導 も

計 画 的 か つ 継 続 的 に行 わね ば な らな い の で、 綿 密 な 年 間 指 導 計 画 が必 要 とな る。

ウTT値 と意 識 調 査 結 果 に お い て、 英 語 が比 較 的 得 意 な 生 徒 は書 く こ とに対 して の意 欲

及 び 能 力 の向 上が 見 られ たが 、 残 念 な が ら不 得意 な生徒 には望 ま しい結 果 は得 られ なか っ

た。 そ れ らの 生 徒 に対 す る基 礎 学 力 の習 得(語 い数 を増 や す ・語順 を徹底 させ る等)と 、

英 語 に対 す る総 合 的 な興 味 ・関 心 を喚 起 して い く こ との必 要 性 を 改 めて 認 識 させ られ る

結 果 とな った。

工 阻害 要 因 の うち 「単語 の 配 列 」 「英 語 で の 表 現 方 法 」 にっ い て は 、 多 くの生 徒 が 、 指

導 後 の意 識 調 査 で も 「苦労 した 」 「や や苦 労 した」 と答 え て い る。 こ の2つ を ど の よ う

に指 導 して い くか が 今後 の 大 き な課 題 で あ る。
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Vま とめと今後の課題

本 研 究 で は、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 は、D実 際 に そ の 言 語 を使 用 し、2)Fiい の 個 性 を 大

切 にで き る 豊か な 人間 関 係 の中 で 高 め られ る、 と い う共 通 認 識 の も とで 、 「生 徒 が 互 い の 個 性

を 大 切 に し、 生 き生 きと コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活動 に取 り組 む 指 導 のE夫 一 自己 表 現 力 の育 成

を 通 して 一Jと い う主題 を掲 げ た。 この 一L題に迫 る ため に、 三っ の分 科 会 で そ れ ぞ れ 仮 説 を

立 て て 研 究 した。

第1分 科 会 で は、'F成7年 度 教 育研 究 員 報 告 書の実 態 調 査 か ら、 生 徒 の 興 味 ・関 心 が 映 画 や

ビデ オ に よ る学 習 に あ る こ とに 着 目 した。 感 動 的 、 印 象 的 な場 面 で の英 語 は、 そ の場 面 を 患 い

出 した と き に 自然 に 口 をっ いて 出 て きや す い。 そ こで、 ビデ オの 登 場 人 物 の 表情 や動 作 も参 考

に しなが ら内 容 を 理 解 す る リスニ ン グ活 動 を通 して 、 生 徒 に 臼然 な会 話 表 現 を学 習 させ 、 そ の

表 現 を もと に彼 らが 生 き生 き した 自己 表 現 活 動 を で き る よ うに導 い た。 この よ うな 活動 に っ い

て 、 生 徒 は、 「映 画 を使 った授 業 はお も しろか っ た。 ま た して み た い。」 と い う感 想 を もち 、 自

己表 現 活 動 に も積 極 的 に取 り組 ん だ。 この研 究 は、 精選 され た ビデ オ教 材 を 用 い た指導 が 、 生

徒 の リ スニ ン グや 自 己表 現 活 動 へ の 関心 ・意 欲 を 高 め る こ と を明 確 に した。

第2分 科 会 で は、 従 来 の授 業 で は 、 習 って き た 英語 を総 合 的 に駆 使 して コ ミュニ ケー シ ョ ン

す る機 会 が 少 なか った こ とに着 目 した。 実 際 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに対 応 す るた め に は、 た と

え 文 法 的 に は不 正 確 な表 現 で あ って も、 自分 自身 の 生 きた 言葉 で 自 ら表 現 して い け る能 力が 必

要 で あ る。 分 科 会 で は、 生 徒 が 自分 の も って い る 英語 力 を最大 限 に使 わ な ければ な らな い ス ピー

キ ングの 活 動 を 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの4機 能(要 求 ・依 頼 、 伝 達 、情 報収 集 、人間 関係 形成)

の 角 度 か ら作 成 し、 試 行 す る こ とに した。 この 指導 に対 して 、 「自分 の も って い る 語 い や 表 現

を{一分 に活 用 す れ ば、 か な りの 内容 に つ い て コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンす る こと が で き る。 こ うい う

活 動 を も っと続 け さ せ て ほ しい。」 とい う趣 旨 の生 徒 の声 が 多 く聞 か れ た、、 こ の よ う な 活 動 を

日常 の 指 導 の 中 に取 り入 れて い く こ とで 、授 業 へ の 生 徒 の 関 心 ・意 欲 が 高 ま り、 コ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ンに生 き生 きと取 り組 む 姿勢 が 育 って い くもの と、 分 科 会 で は結 論 づ け た。

第3分 科 会 で は、 生 徒 の ラ イテ ィ ングへ の 意 欲 や 能 力 を 授 業 の中 で い か に 引 き出 し、 高 め ら

れ るか を 研 究 した。 実 際 の コ ミュニ ケー シ ョ ンの場 を提 供 す る た め に、 教 員 の勤 務 校 間 で 生 徒

が 英 文 の 手紙 を交 換 で き るよ うに した。 書 か れ た英 文 に対 して は、Token&Type値 を 求 め る

方法 で 研 究 を深 め た。 教 師 が きめ細 か な 指 導 を 行 う こ と に よ り、 生 徒 の 手紙 は同 数 を 亟ね る た

び に語 数 が 増 え 、 異 な?た 単語 が 使 わ れ るよ う に な り、 表 現 ・内 容 が 豊か に な った。 この 研 究

で 、 学 校 間 の英 文 手 紙 の 交換 が 多 くの 生 徒 に英 文 を 書 くこ と の楽 しさを味 わ わ せ 、 書 くこ とへ

の 意 欲 を高 め る こと が わ か った。

本 研 究 の全 体 を と お して、 教 室 に実 際 又 は実 際 に近 い コ ミュ ニ ケ ー シ3ン の場 を 持 ち込 ん だ

結 果 、 生 徒 は以 前 に増 して 、英 語 で コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを図 る こ とに興 味 ・関心 を 示 した。 映

画 か ら生 の英 語 を聞 き取 る楽 しさ、 四 苦 八 苫 しな が ら も自分 の言 葉 で話 せ る喜 び 、実 際 の 相 手

と文 通 で思 い を 書 く と きの わ くわ く した気 持 ち。 この よ うな生 徒 の気 持 ち を 持 続 させ な が ら、

1)上 記 の よ うな活 動 を、 どの よ う に授 業 に継 続 して い くか 、2)L記 の よ う な活 動 を す る に際

し、 英 語 にifi手 意 識 を もっ生 徒 に対 して、 どの よ う に配 慮 して い くか 、3)語 い や 表 現 を ふ だ

ん か らど の よ うに増 や して い くか は、 今 後 の 課 題 で あ る。
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